
平成 26 年 2月号　No.47

今月のみどころ
・ 都市計画マスタープランがま
とまりました
・ リサイクルステーションにつ
いて

【くらしのカレンダー】
・町営住宅入居者募集
・文化祭作品集「富士川」配布

未来に響く天使の歌声
（1月13日　ますほジュニアクワイア　ニューイヤーコンサート 2014）



▼ 

平
成
25
年
中
に
土
地
・
建
物
の
譲

渡
や
交
換
を
さ
れ
た
方

　
（
土
地
収
用
事
業
を
含
む
）

▼
給
与
所
得
者
で
必
要
な
方

・ 

平
成
25
年
中
の
給
与
の
収
入
金
額

が
2
，0
0
0
万
円
を
超
え
る
方

・ 

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
の
合
計
が
20
万
円
を
超
え
る
方

・ 

給
与
の
支
払
い
を
2
箇
所
以
上
か

ら
受
け
て
い
る
方

・ 

年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
方

▼ 

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
者
な
ど

の
方
で
一
年
間
の
合
計
所
得
金
額

が
所
得
控
除
額
の
合
計
を
超
え
る

方
▼ 

そ
の
他
、
確
定
申
告
に
よ
り
所
得

税
が
還
付
と
な
る
方

・ 

マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
等
で
取
得

し
た
場
合
（
初
年
の
申
告
は
税
務

署
と
な
り
ま
す
）

・ 

10
万
円
を
超
す
医
療
費
を
支
払
っ

た
場
合

・ 

災
害
な
ど
で
損
害
を
受
け
た
場
合

・ 
年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職
を

し
て
い
な
い
場
合

・ 
生
命
保
険
の
満
期
保
険
金
等
を
受

け
取
っ
た
場
合

　

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
が

4
0
0
万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
公

的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
以
外
の

所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場

合
は
、
確
定
申
告
書
の
提
出
は
不
要

で
す
。

（
※
住
民
税
等
の
申
告
は
、
従
来
ど

お
り
必
要
で
す
。）

　
な
お
、
こ
の
場
合
で
も
所
得
税
の

還
付
を
受
け
る
方
は
、
還
付
申
告
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。

▼ 

町
か
ら
「
町
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険

税
申
告
書
」
が
送
付
さ
れ
た
方
で

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

　

 （
収
入
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
申
告
書
の

提
出
が
必
要
で
す
）

・ 

扶
養
さ
れ
て
い
る
方
や
病
気
、
失
業
、

学
生
な
ど
で
昨
年
中
に
所
得
が
な
か
っ

た
方

　

 （
内
容
を
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ

い
）

※ 

平
成
25
年
度
町
県
民
税
が
特
別
徴
収

（
給
与
・
天
引
き
）
さ
れ
て
い
る
方
は
、

申
告
書
の
配
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

申
告
が
必
要
な
方
で
町
県
民
税
・
国
民

健
康
保
険
税
申
告
書
が
届
い
て
い
な
い

方
や
、
必
要
書
類
な
ど
で
ご
不
明
な
場

合
は
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

住
民
税
等
申
告
書
受
付
相
談
期
間

2
月
4
日（
火
）〜
2
月
10
日（
月
）

　
期
間
中
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

は
、
3
月
17
日
（
月
）
ま
で
に
所
得
税
確

定
申
告
会
場
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
期
間
中
は
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
、
こ
の
期
間
の
申
告
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
の
期
間
は
、
所
得
税
の
確

定
申
告
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆問い合わせ先　税務課
☎22－7205

　
平
成
26
年
1
月
1
日
現
在
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
は
、
前
年
中
（
平
成
25
年
1

月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
）
の
所
得
の
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
所
得
税
の
申
告
義
務
の
な
い
方
で
も
、
町
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
（
以
下
「
住

民
税
等
」）
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
申
告
は
、
住
民
税
な
ど

の
算
定
や
扶
養
家
族
の
確
認
、
ま
た
各
種
証
明
書
交
付
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、

収
入
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
申
告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

次
の
事
項
に
あ
て
は
ま
る
方
は

໐住
民
税
等
の
申
告
が
必
要
で
す
。

対象地区 受　付　日 受 付 時 間 申 告 会 場

富 士 川 町
全 地 区

2月 4日㈫～ 2月 10日㈪
　土日は除く

午前 8時 30分～午前 11時
午後 1時～午後 4時

本庁舎 1階税務課または
分庁舎2階鰍沢サービスセンター

次
の
事
項
に
あ
て
は
ま
る
方
は

໐所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

町
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
所
得
税

◎
年
金
所
得
者
で
、

　

次
に
該
当
す
る
方
は
、

　

確
定
申
告
書
の
提
出
は

　

い
り
ま
せ
ん
。

受付期間
2月 17 日
～ 3月 17 日

町
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
所
得
税

町県民税・国民健康保険税申告の集中受付期間
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《
お
願
い
》

◆ 

地
区
別
に
受
付
日
を
設
け
ま
し
た

の
で
、
で
き
る
限
り
地
区
別
受
付

日
に
申
告
書
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆ 

期
間
中
は
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま

す
。
必
要
書
類
が
不
明
な
場
合
は

あ
ら
か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
の
う

え
、
事
前
に
ご
用
意
し
て
か
ら
ご

来
庁
く
だ
さ
い
。

◆ 

申
告
内
容
が
複
雑
な
場
合
は
、
鰍

沢
税
務
署
で
の
申
告
を
お
願
い
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

税
理
士
に
よ
る
無
料
申
告
相
談

受付期間　2月 17日（月）～ 3月 17日（月）※土日は除く
受付時間　9：00～ 11：00　13：00 ～ 16：00
会　　場　本庁舎南別館・分庁舎北別館

■本庁舎（南別館）
対 象 地 区 受　　　付　　　日 受 付 時 間 申告会場

最 勝 寺 2月 19日　㈬　午後 3月  6 日　㈭　終日

【午前】
午前 9時～午前 11時
【午後】
午後 1時～午後  4 時

【終日】
午前 9時～午前 11時
午後 1時～午後  4 時

本庁舎南別館
（本庁舎南隣）

天 神 中 條 2月 28日　㈮　終日 3月 11日　㈫　午前

大 久 保
2月 17日　㈪　終日 3月  4 日　㈫　午後

平 林

𣇃 米
2月 25日　㈫　午前 3月  7 日　㈮　終日

小 室

小 林 2月 21日　㈮　終日 3月  5 日　㈬　午後

長 澤 2月 27日　㈭　終日 3月 10日　㈪　午後

大 椚
2月 20日　㈭　終日 2月 26日　㈬　午後

髙 下

青柳町1・2丁目 2月 24日　㈪　終日 3月 10日　㈪　午前

青柳町3～5丁目 2月 18日　㈫　午前 3月  3 日　㈪　終日

全 地 区 3月 11日㈫午後・12日㈬・13日㈭・14日㈮・
17日㈪

■分庁舎（北別館）
対 象 地 区 受　付　日 受 付 時 間 申告会場

北区・中区・中部区 2月 18日　㈫ 午後 1時～午後  4 時

分庁舎北別館

南区・五開区 2月 19日　㈬ 午前 9時～午前 11時

南区・五開区 2月 25日　㈫ 午後 1時～午後  4 時

北区・中区・中部区 2月 26日　㈬ 午前 9時～午前 11時

鰍沢全地区
3月  4 日　㈫ 午後 1時～午後  4 時

3月  5 日　㈬ 午前 9時～午前 11時

申
告
期
限
間
近
に
な
る
と
大
変
混
雑

し
ま
す
。
提
出
は
早
め
に
！

所得税確定申告の受付期間

日 程 2月 3日㈪ 2月 13日㈭

対 象
年金受給者およ
び給与所得者の
申告

小規模納税者およ
び消費税・年金受
給者および給与所
得者の申告

開 場 市川三郷町役場本庁舎 1階大会議室
（市川三郷町市川大門 1790ー3）

相談時間 ・午前 10時～午後 12時
・午後  1 時～午後  4 時
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12
月
20
日
、
山
梨
県
庁
知
事
室
に

お
い
て
、叙
勲
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、

富
士
川
町
か
ら
次
の
方
々
が
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

◆
旭
日
単
光
章

　
深
澤　
恒
雄　
氏
（
最
勝
寺
）

　
元
増
穂
町
議
会
議
員
を
三
期
歴
任

し
、
町
の
振
興
発
展
に
寄
与
し
た
功

績
が
認
め
ら
れ
、
米
寿
に
あ
た
り
受

章
さ
れ
た
も
の
で
す
。

◆
旭
日
単
光
章

　
矢
崎　
　
勇　
氏
（
鰍
沢
中
）

　
元
鰍
沢
町
議
会
議
員
を
三
期
歴
任

し
、
町
の
振
興
発
展
に
寄
与
し
た
功

績
が
認
め
ら
れ
、
米
寿
に
あ
た
り
受

章
さ
れ
た
も
の
で
す
。

◆
瑞
宝
双
光
章

　
（
故
）秋
山　
勉
造　
氏
（
𣇃
米
）

　
元
増
穂
町
消
防
団
長
を
五
期
歴
任

し
、
ご
生
前
の
消
防
団
活
動
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
受
章
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　
国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
で
、
医

療
機
関
に
支
払
っ
た
1
カ
月
（
月
の

1
日
か
ら
末
日
ま
で
）
の
一
部
負
担

金
が
一
定
額
（
自
己
負
担
限
度
額
）

を
超
え
た
場
合
、
申
請
に
よ
り
超
え

た
分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
払
い
戻

さ
れ
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
世
帯
に
は
、
申
請
案

内
が
送
付
（
該
当
と
な
っ
た
診
療
月

の
概
ね
2
カ
月
後
）
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
申
請
に
は
、
領
収
書
の
提
示

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
一
定
期

間
領
収
書
の
保
管
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
（
所
得
税
の
確
定
申
告
な
ど
で
医

療
費
控
除
を
行
う
場
合
も
、
領
収
書

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。）

お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課　
保
険
年
金
担
当

　
☎
22
│
7
2
0
9

　今般の税制改正において、昨今の金融情勢に機動的に対応すべく延滞金の割合が改正されました。
　その概要をお知らせいたします。今後とも納税につきましてご理解・ご協力をお願いいたします。

1．延滞金について
　　期限後の納税は税額に延滞金が加算されます。割合は下記のとおりです。

本則 現行の特例

延滞金（年利） 14.6％ 本則のとおり（14.6％）

納期限後 1カ月以内 7.3％ 0.3％＋ 4％＝ 4.3％

改正後の特例

※特例基準割合 1.9％＋ 7.3％＝ 9.2％

※特例基準割合 1.9％＋ 1.0％＝ 2.9％

1月 1日
から

　＊延滞金の割合は、財務大臣が告示する※特例基準割合にもとづき毎年変動する場合があります。

2． 納入期限後に納税された場合～税額によりますが延滞金が発生する場合があります。このような場合、別
途「延滞金の納付書」を郵送いたします。お近くの金融機関で期限内に納入してください。

　　督促状発送の有・無に関わりなく納入してください。

3．ご注意ください。
　督促状が送付されたにもかかわらず納税されない場合、国税徴収法の規定により財産の差押を予告なく
行う場合があります。差押は税と延滞金の未納（滞納）について行います。

【お問い合わせ】
　税務課　☎22－7205　　　町民生活課保険年金担当　☎22－7209

叙
勲
受
章
者
の
ご
紹
介

医
療
費
領
収
書
の
保
管

を
お
願
い
し
ま
す
！

町税における延滞金の割合の変更について
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「
富
士
川
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
素
案
）」

が
ま
と
ま
り
ま
し
た

　

富
士
川
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
方
針
を
定
め
た
計
画
で
あ
り
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
も
直

接
関
わ
る
重
要
な
計
画
で
す
。

　

町
で
は
、
平
成
24
年
3
月
に
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
平
成
24
年
6
月
か
ら
12
月
に
は
ま
ち
づ
く
り
住
民
会
議
の
開

催
、
平
成
25
年
度
に
は
策
定
委
員
会
で
の
協
議
な
ど
を
重
ね
、
今
回
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
今
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

に
よ
り
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
、
都
市
計
画
審
議
会
で
の
審
議
を
経
て
、
平
成
25
年
度
末
の
策
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■富士川町都市計画マスタープラン（素案）の構成
まちの将来像

魅力と交流を育み、心豊かに住み続けられるまち

まちづくりの目標
　●人・もの・コトがつながる交流を育むまちづくり
　●自然と歴史文化が息づく郷土の誇りを継承するまちづくり
　●安心・心豊かに住み続けるまちづくり
　●支えあい、結びあい、高めあう元気なまちづくり

1．都市と自然が共生する土地利用の方針
【土地利用】
豊かで美しい自然や景観と調和し、地域の特性に応じた計画
的な土地利用を進めます。

　

町
で
は
、
都
市
計
画
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
と

な
る
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
素
案
に
対

す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）
を
実
施

し
ま
す
。

　

で
き
る
だ
け
多
く
の
住
民
の
方
々
の
意
見
を
反
映

し
た
計
画
と
な
る
よ
う
、
積
極
的
に
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

【
素
案
閲
覧
の
方
法
・
場
所
】

　

①
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

　

②
次
の
場
所
に
設
置
し
ま
す
。

　
　

▼
富
士
川
町
役
場　

分
庁
舎　

建
設
課

【
閲
覧
期
間
・
意
見
の
募
集
期
間
】

　

平
成
26
年
1
月
30
日
（
木
）
〜
2
月
14
日
（
金
）

【
意
見
の
提
出
方
法
】

　

閲
覧
場
所
に
備
え
付
け
の
記
入
用
紙
に
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
意
見
を
明
記
し
て
、
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
ま
た
は
窓
口
持
参
の
い
ず

れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
必
要
事
項
が

記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
ど
の
よ
う
な
用
紙
で
も
構
い
ま

せ
ん
。

【
そ
の
他
】

　

● 

結
果
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
閲
覧
場
所
で

公
表
し
ま
す
。

　

●
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
・
提
出
先
】
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富
士
川
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鰍
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1
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9
番
地
5

　

建
設
課　

都
市
計
画
担
当

　

℡ 

22
│
7
2
0
3
・
℻ 

22
│
5
2
9
0

　

E
メ
ー
ル　

kensetu@
tow
n.fujikaw

a.lg.jp

分野別まちづくり方針 地域別まちづくり方針

2．人や地域を結ぶ道路・交通まちづくり方針
【道路・交通】
幹線道路網の強化や公共交通の利便性の向上、身近な生活道
路の整備など、都市と地域を結び、多くの人が行き交う安全
で快適な交通環境づくりを進めます。

3．交流と活力を創造するまちづくり方針
【観光交流・活性化・定住促進】
恵まれた豊かな環境や地域資源を活かした観光振興、中心市
街地の再生、地域産業の活性化など、賑わいと交流、活力を
創造するまちづくりを進めます。

4．富士川町らしさを継承する景観まちづくり方針
【歴史文化と景観】
富士川町固有の歴史文化や人々の営みに培われた美しい風景
を大切に守り・活かし、ふるさとの愛着と誇りを次代へ受け
継ぐまちづくりを進めます。

5．豊かな自然を守り彩りを育むまちづくり方針
【自然環境、水と緑】
豊かな自然を守り・育てるとともに郷土の自然とのふれあいや
交流を育み、花と緑に彩られた潤いあるまちづくりを進めます。

6．地域に住み続けられる防災まちづくり方針
【防災】
水害や地震などの災害から町民の生命と財産を守り、地域に
住み続けられる防災まちづくりを進めます。

7．安全・快適な暮らしの環境づくり方針
【生活環境、福祉】
人や環境にやさしく、高齢者や子どもたちなど誰もが快適に、安心
して暮らすことのできる、身近な暮らしの環境づくりを進めます。

計画の実現に向けて
●町民・事業者・行政などの協働によるまちづくりの推進
●長期的な行財政運営の視点に基づく計画的なまちづくりの推進
●恵まれた地域資源や独自性・地域性を活かすまちづくりの推進

都市・田園地域
地域まちづくりの目標
・ 誰もが住みたくなるよう
な暮らしの環境が整った
まちづくり
・ 美しい景観と恵まれた地
域資源を活かした元気な
まちづくり
・ 災害に強く、安全・安心
に暮らせるまちづくり

平林・穂積地域
地域まちづくりの目標
・ 住んでみたい、暮らし続
けたい！　地域の暮らし
を楽しみ大きなコミュニ
ティで迎えるまちづくり
・ 山里の魅力を伝え、交流
を交わすことから地域が
元気になるまちづくり
・ みんなで資産を見直し、
活かし・育むまちづくり

中部・五開地域
地域まちづくりの目標
・ 人やモノ、コト、情報が
つながり地域力を創出す
るまちづくり
・ 奥行きある異なる魅力の
展開が人を魅きつけるま
ちづくり
・ 安全・安心で暮らしの基
盤の整ったまちづくり

「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
素
案
）」

に
対
す
る
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
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【お申し込み手順】
①　まずは、役場企画課企画担当へお気軽にご相談ください。
②　 役場の担当職員と町と協定を締結している不動産業者（以後、町提携業者）が現地へ出向き、空
き家の状態を調査します。

③　 登録が可能であると判断された場合、町提携業者と空き家の家賃や売却価格などの条件を整理し
ていただき、空き家バンクに登録していただきます。

④　登録された空き家情報は、町のホームページ等を利用し、移住希望者に提供されます。
⑤　 移住希望者から申込みがあったときは、町提携業者が仲介役となり、移住希望者と交渉をしてい
ただきます。

物
件
所
有
者

①情報収集 富士川町
空き家バンク

④情報提供 利
用
希
望
者⑤交渉・契約（※不動産業者が仲介）

◆問い合わせ先　企画課企画担当　22－7216

「空き家」をご紹介ください。
　地域内に空き家が多くなると、防犯・防災上の問題や、集落の景観悪化
の問題などが心配されます。人が移り住むことで、これらの問題の対策に
つながります。

　富士川町の人口は、年々減少しています。空き家バンクを活用して、地域外から定住希望者が
移り住んでくることで、地域の活性化が見込めます。

　人が住まなくなると、家はあっという間に老朽化が進みます。また、家
の維持のために多大な労力がかかります。資産（空き家）の維持のためにも、
入居者に管理してもらうという気持ちで貸し出してはいかがでしょうか。

　空き家バンクの家賃収入を得ることで、固定資産税の支出などに充てることができます。

※丸囲みの数字は、〔お申し込み手順〕の番号となります。

　「農家民泊」の魅力を知っていただき、開業のバックアップをするためのイベントです。関心
のある方は、お気軽にご参加ください。

◆日時：2月 27日（木）午後 1時～ 5時 ◆会場：山梨県立大学　飯田キャンパス　講堂
◆主催：農家民泊やまなし研究会 ◆参加料：無料　　◆定員 200 名
◇内容　・農家民宿が持ち寄った「田舎のごはん」味見会
　　　　・基調講演　金丸弘美氏（食環境ジャーナリスト）～食と農からの地域再生～
　　　　・農家民泊受け入れ体験談、農家民泊開業と運営のためのアドバイス…　など

【問い合わせ先】山梨県立大学地域戦略総合センター（☎ 055－225－5412）

地域貢献 のための
「空き家バンク」

資産維持 のための
「空き家バンク」

空き家バンク・イメージ図
②　③

「農家民泊やまなしフォーラム」を開催します参加者募集
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　富士川町では、町内の公有地の最低売却価
格を引き下げて売却します。購入を希望され
る方（法人可）は、期間内に申込手続きを行っ
てください。申込者が一人の場合には書類選
考により売却者を決定し、複数の場合には競
争入札にて決定します。

① 長澤字新東 2361－15
面積：165.31 ㎡（50.00 坪）
地目：宅地　　用途地域：第 1種中高層
建ぺい率：60％　　容積率：150％

※全ての土地に上下水道引込み済（別途加入金有）

申 込 期 間：平成26年1月28日（火）～平成26年2月28日（金）まで

入札開催日：平成26年3月12日（予定）　詳細は、2月28日に発送します

問い合わせ先：富士川町役場財政課　0556－22－7206（直通）

※ 必要書類については、富士川町ホームページもしくは、財政課窓口まで

お越しください。

①土地 4,232,000円⇒3,385,000円（坪単価6.77万円）

②土地 5,526,000円⇒4,420,000円（坪単価3.86万円）

③土地 4,328,000円⇒3,462,000円⇒3,029,000円（坪単価5.46万円）

　※前回の最低売却価格を引き下げての入札となります。

② 長澤字新東 2375－6
面積：378.51 ㎡（114.49 坪）
地目：宅地　　用途地域：第 1種中高層
建ぺい率：60％　　容積率：150％

③ 長澤字新東 2377－1
面積：183.37 ㎡（55.46 坪）
地目：宅地　　用途地域：第 1種中高層
建ぺい率：60％　　容積率：150％

売却済 売却済
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カ
ッ
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内
は
所
属
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団
・
敬
称
略
）

◇
山
梨
県
消
防
協
会
定
例
表
彰

　
甲
種
功
労
章

　
分
団
長 

樋
口
俊
也（
9
）

　
乙
種
功
労
章

　
分
団
長 

大
熊
清
裕（
1
）

　
分
団
長 

志
村
春
樹（
2
）

　
分
団
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野
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3
）
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杉
田
光
司（
4
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団
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仁（
5
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副
分
団
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澤
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光
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保
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隆（
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）
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県
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セ
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所
長
定

例
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分
団
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河
澄　
弘（
6
）

　
分
団
長 

保
坂
達
哉（
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）

◇ 
峡
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広
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行
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消
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防
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団
長 
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澄　
弘（
6
）
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長 
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坂
達
哉（
8
）
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梨
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協
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分
団
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大
熊
清
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齋
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）
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（
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年
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月
健
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9
）

◇
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年
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彰
（
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月
武
彦（
9
）

◇
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続
表
彰
（
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年
）
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山
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河
澄　
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）
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） 

海
野
輝
男（
8
）

◇
永
年
勤
続
表
彰
（
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）
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）

◇
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彰
（
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続
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年
）

　
杉
田
成
司（
1
） 

野
中
教
義（
1
）

　
清
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3
） 

井
上　
明（
4
）

　
橋
本
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4
） 

保
坂
健
次
郎（
5
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◇
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（
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）
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晃
二（
1
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上
宏
樹（
1
）

　
鮫
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裕
介（
1
） 
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田
明
彦（
2
）

　
井
上
竜
太（
3
） 
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澤
大
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）

　
深
沢
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秀（
5
） 
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月
勇
太（
9
）

　
望
月
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史（
9
）
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鰍
沢
警
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署
長
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部
長
感
謝
状

　
分
団
長 

大
熊
清
裕（
1
）

　
分
団
長 

志
村
春
樹（
2
）

　
分
団
長 

野
中
洋
一（
3
）

　
分
団
長 

杉
田
光
司（
4
）

　
分
団
長 

深
沢
郁
夫（
5
）

　
分
団
長 

河
澄　
弘（
6
）

　
分
団
長 

大
森
裕
之（
7
）

　
分
団
長 

保
坂
達
哉（
8
）

　新春の恒例行事である富士川町消防団出初式が1月5日、利根川スポーツ広場にお
いて団員280名が参加し盛大に開催されました。式では団員が一糸乱れぬ分列行進に
て入場したあと、団長訓示、町長告辞、観閲が行われ、続いて、長年消防団活動に従事
した団員に対し、表彰状や感謝状が贈られました。また、第4分団による規律と節度
のとれたポンプ車操法を披露したあと、一斉放水が行われました。

団旗入場 観閲 一斉放水

富士川町消防団　出初式富士川町消防団　出初式

感
謝
状
・
表
彰
授
与
者
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消防団員募集
対象者：「町内在住、在勤、在学」をしている方で、年齢18歳以上の健康な方！

消防団は、本業を持ちながら
「自分の町は自分たちで守る」

という精神に基づき、
地域の安心と安全を守るために
　活躍しています。
　　あなたも消防団に入って

地域で活躍してみませんか。

緊急速報「エリアメール」の運用を開始します。
～　緊急災害情報を携帯電話へ配信［ 2月から］～

　町では、緊急時の災害発生時等において、避難情報などを迅速に伝達するための手段として、携帯電話によ
る「エリアメール」の運用を開始します。

　 「エリアメール（緊急速報メール）」とは……　気象庁が配信する緊急地震速報や自治体が配信する災害・避
難情報などを、回線混雑の影響を受けずに受信することができる携帯電話会社のサービスです。
　富士川町周辺のエリアにいる場合に、町から発信する緊急情報を受信することができます。

　※　NTTドコモ、KDDI・ソフトバンクの携帯電話が対象
　※　事前申込不要で、通信料、月額使用料が無料

【お問い合わせ】　防災課防災担当　☎22－7218

【町から配信する情報】
　・避難勧告・避難指示などの避難情報、緊急時災害情報など
　・国民保護情報（大規模テロ、弾道ミサイル情報）など

自分の町は自分で守る自分の町は自分で守る
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◇富士川町をどう思いますか？
　大法師山や富士川など自然豊かでとて
も住みやすい町だと思います。

◇富士川町に期待することは？
　自然豊かな良いところは残し、子ども
からお年寄りまで住みやすい活気あふれ
る町になってほしいです。

◇ご趣味は？
　小学校・中学校・高校と剣道部に所属
していました。今でもテレビで大会を観
戦していますが、機会があればまたやっ
てみたいと思います。

◇将来の夢など
　現在、大学に通い日々さまざまなこと
を学んでいます。将来は新聞記者になり、
県内外に山梨県の良いところを伝えてい
きたいと思います。

　新年あけましておめでとうございます。新成人を代表して誓いの言
葉を申し上げます。
　本日は、成人を迎えた私たちの門出に対し、このように盛大な式典
を開催していただき、誠にありがとうございます。また、お忙しい中、
志村町長様をはじめ、ご来賓の皆様からのご祝辞、励ましのお言葉を
いただきましたことを新成人一同お礼申し上げます。
　今日、成人式という大きな人生の節目を迎えるにあたり、私たちは
新成人としての責任感を痛感し、これからの社会を生きる一成人とし
て、どのような夢や希望を持ち生きていくべきか考えさせられ、気が
引き締まるのを強く感じます。
私たちは今日、成人し、これから良くも悪くも変わりゆく社会の未来
を担っていかなければなりません。
　これからの時代は、成人となった私たちが創っていかなければなら
ないのです。成人したとはいえ、まだまだ未熟な私たちでは、これか
らの時代を担うことは容易いことではないでしょう。
　しかし、私たちには人として立派に成長していく為の膨大な時間が
あります。この時間の中で私たちは、新たな事柄に挑戦するための意
欲、自分を人として高めるための向上心、夢を持ち、実現させるための
強い熱意と意志、そして、成人としてこれからの未来を担うことの責任
感。これらを深く心に刻み、自分の生き方を誇りに思い、全力を尽くし、
結果を残し、社会に貢献できるよう、成長していきたいと思います。
　今日、私たちがこうして集い、成人式を迎えられるのは、二十年間、
私たちを支えてくださった両親や家族、導いてくださった先生方、ま
た温かく見守ってくださった地域の方々、そして、ともに歩んだ仲間
たちのおかげです。
　この感謝の気持ちと、ふるさと富士川町で育ったという誇り、そし
て成人としての決意を胸に、これからの人生を力強く歩んでいくこと
を約束し、誓いの言葉とさせていただきます。

新成人代表による【誓いの言葉】
西川　奈

な

々
な
さん（青柳町区）　岡村　達

たつ

人
と
さん（鰍沢中区）

石坂　暁
あき

尚
ひさ

さん
20歳（鰍沢南区）

NEWS
山梨県住みます芸人『ぴっかり高木といしいそうたろう』が富士川CATV（11ch）にて、
地域情報バラエティ番組「めた！ウォーク」を放映中！（一日 3回放送）
放映日時：毎月 1日～ 14日　（①午前 9時～　②午後 2時～　③午後 9時～）
今回は、富士川町成人式にてキラキラとまばゆい新成人に突撃インタビュー !?

Vol. 44

▶
成
人
式
の
後
、

恩
師
石
井
先
生
と
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【第32回山梨県綱引選手権大会】
女子1部
　優　勝 富士川すまいる
　準優勝 エイトストーム
　３　位 高根の華
期日：平成25年12月8日（日）
場所：緑が丘スポーツ公園　大体育館

【
短　

歌
】

年
ど
し
を
熟
れ
柿
に
来
し
小
鳥
ら
は
何
処
に
を
ら
む
未
だ
見
え
ざ
り

 

竹
ノ
内
み
さ
ほ

朝
あ
か
ね
窓
辺
に
見
え
て
爽
や
か
に
わ
が
目
ざ
め
た
り
励
み
て
ゆ
か
む

 

戸
田
き
よ
子

半
世
紀
前
の
ざ
ら
紙
の
母
子
手
帳
正
月
に
来
し
娘
ら
に
持
た
し
む

 

遠
藤　

千
鶴

【
俳　

句
】

甲
府
よ
り
客
の
来
る
日
の
落
葉
掻
き 

神
田　

龍
夫

夕
星
の
ま
た
た
き
は
じ
む
浮
寝
鳥 

矢
崎　

節
子

倒
木
の
谷
に
ま
た
が
り
去こ

年ぞ

今こ
と
し年 

樋
口　

易
子

【
川　

柳
】

磨
く
よ
り
錆
び
な
い
よ
う
に
日
日
を
生
き 

望
月　

双
葉

春
を
待
つ
温
い
言
葉
を
敷
き
つ
め
て 

斉
藤　

道
子

七
転
び
八
起
の
顔
に
深
い
し
わ 

志
村　

京
子

【大久保支部　ふれあいグラウンドゴルフ大会】
一般の部
　優　勝 望月　昌昭
　準優勝 秋山　秀司
　３　位 平嶋　紀仁
女子の部
　優　勝 杉田とよ子
　準優勝 鮫田しのぶ
　３　位 杉田千代子
特別賞（85歳） 秋山　忠明

期日：平成25年12月1日（日）
場所：親水公園グラウンドゴルフ場

読書
を通じ

て家族の絆を深めよう!!県教委が「家読100選」を選定
家読で家族のコミュニケーションを !!

一般書も、ベストセラーなど
話題作を取りそろえております！

館内にリスト集があります。
ぜひ、ご利用ください。

中・高校生
『ポニーテール』
『サッカーボーイズ明日への絆』

『 1つぶのおこめ』
『じごくのそうべい』

『ふゆめがっしょうだん』
『ミリー・モリー・マンデーの

おはなし』

『めのまどあけろ』
『やさいのおなか』 『チームふたり』

『武田信玄』

小学5、6年生

小学1、2年生

小学3、4年生

乳幼児

平成 27年成人式の開催日について
◆開催日　平成 27年 1月 10日（土）
◆場　所　富士川町ますほ文化ホール
◆対象者　平成 6年 4月 2日～

平成 7年 4月 1日生まれの方
　※ 時間や内容などの詳細につきましては、
決定次第お知らせします。

●問い合わせ先
　　教育委員会生涯学習課社会教育担当
　　☎ 22－5361

お薦
めの
本
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日
本
人
の
平
均
寿
命
は
世
界

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
す
が
、一
方
で
、

長
寿
に
な
れ
ば
認
知
症
に
か
か
る

可
能
性
は
高
く
な
り
ま
す
。
平
成

24
年
の
段
階
で
、
65
歳
以
上
の
認

知
症
の
人
の
数
は
、
予
備
軍
を
含

め
て
約
8
5
0
万
人
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
富
士
川
町

に
お
い
て
は
、
6
6
7
人
（
高
齢

者
福
祉
基
礎
調
査
よ
り
）い
ま
す
。

　
今
日
、
高
齢
期
を
一
人
や
夫
婦

の
み
で
暮
ら
す
方
が
増
え
て
お

り
、
認
知
症
に
な
っ
た
と
き
、
家

族
だ
け
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
は
難

し
い
現
状
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
認
知
症
に
な
っ
た
と
し
て

も
、
安
心
し
て
住
み
慣
れ
た
地
域

で
過
ご
す
た
め
、
社
会
的
な
支
援

を
受
け
た
り
、
地
域
の
み
ん
な
で

助
け
、
支
え
合
う
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
現
在
、
富
士
川
町
で

は
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
養

成
し
て
い
ま
す
。「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
」
は
、
何
か
特
別
な
こ
と
を

す
る
の
で
は
な
く
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の
た
め

に
、
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、

ま
ち
に
暮
ら
す
認
知
症
の
人
や
そ

の
家
族
を
温
か
く
見
守
り
、
支
援

す
る
応
援
者
で
す
。
現
在
、
富
士

川
町
に
は
、
1
1
4
4
人
の
「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
が
い
ま
す
。

・ 「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
に
な

る
に
は
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
の
受
講
が
必
要
で

す
。

・ 

講
座
の
開
催
は
、
地
域
住
民
の

集
ま
り
（
組
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
・
趣
味
の
集
ま
り
・
友
人

同
士
等
）、
町
内
の
学
校
（
生

徒
・
教
員
・
P
T
A
等
）、
職

場
（
銀
行
・
小
売
業
・
運
送
業
・

商
工
会
等
）
な
ど
に
対
し
、
講

師
が
出
向
い
て
講
座
を
実
施
し

ま
す
。
開
催
ご
希
望
の
方
は
左

記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

健康いきいき
情 報

健康いきいき
情 報

『まほらの湯』・『かじかの湯』利用料金改定のお知らせ
◆平成26年4月1日から下記のとおり利用料金の改定を行います。

【まほらの湯】

　
区　　　分

現　　　行　　　料　　　金
町　　　内 町　　　外

大人 小人 大人 小人
3時間以内の利用 400 円 200 円 600 円 300 円
3時間を越える利用 700 円 400 円 900 円 500 円

改　　　定　　　料　　　金
町　　　内 町　　　外

大人 小人 大人 小人

430 円 230 円 640 円 330 円

　※　利用時間の制限がなくなります。
　※　現在お持ちの回数券はそのまま利用できます。

【かじかの湯】

　 区　　　分
現　　　行　　　料　　　金

町　　　内 町　　　外
大人 小人 大人 小人

入　　浴　　休　　憩 400 円 300 円 600 円 400 円

改　　　定　　　料　　　金
町　　　内 町　　　外

大人 小人 大人 小人
430 円 330 円 640 円 430 円

　※　現在お持ちの回数券はそのまま利用できます。

　
昨
年
の
全
国
的
な
風
し
ん
の
流
行

で
、
妊
婦
が
風
し
ん
に
感
染
し
、
赤

ち
ゃ
ん
の
耳
や
心
臓
な
ど
に
障
害
が

出
る
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
報
告

が
、
過
去
最
高
の
31
人
に
上
っ
た
と

い
う
発
表
が
先
ご
ろ
あ
り
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
風
し
ん
の
予
防
接
種
に

か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
次
の
対
象
と
な
る
方
で
、
接

種
を
希
望
す
る
方
は
、
福
祉
保
健
課

窓
口
で
申
請
が
で
き
ま
す
。（
持
ち

物
：
印
鑑
）

【
対
象
者
】

　
町
内
在
住
の
20
歳
〜
49
歳
（
予
防

接
種
の
日
に
お
い
て
）
で
、
過
去
に

風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な
く
、

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
、ま
た
は
M
R（
麻

し
ん
・
風
し
ん
混
合
）
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
た
こ
と
が
な
い
方
。

※ 

特
に
風
し
ん
抗
体
検
査
に
よ
り
、

抗
体
が
十
分
で
な
い
と
確
認
で
き

て
い
る
方
は
、
こ
の
機
会
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
福
祉
保
健
課
健
康
増
進
担
当

　
☎
22
│
7
2
0
7

担
当　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
22
│
4
6
1
5

お問い合わせ（まほらの湯）　☎22－7227

お問い合わせ（かじかの湯）　☎27－0002

今月は、佐野保健師です。

『
風
し
ん
予
防
接
種
』

助
成
事
業
の
お
知
ら
せ

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
に

な
り
ま
せ
ん
か
？

「
認
知
症
」
で
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
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ゆ
と
り
を
持
っ
た
生
活
を
し
た
い
、

と
思
っ
て
も
な
か
な
か
そ
う
は
い
か
な

い
も
の
で
す
。
残
業
が
あ
っ
た
り
、
時

に
は
休
日
出
勤
が
あ
っ
た
り
…
。出
産・

育
児
・
介
護
な
ど
を
契
機
に
退
職
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
る
人
も
多
く
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、「
多
様
な
働
き
方
」
と
「
仕

事
と
生
活
の
調
和
」
の
問
題
が
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
早
い
と
こ
ろ
で
は
2
0
0
6
年
頃
か

ら
、身
近
に
感
じ
ら
れ
る
目
標
を
立
て
、

達
成
状
況
を
確
認
し
、
次
の
行
動
計
画

へ
と
進
め
て
い
る
企
業
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
働
く
人
に
と
っ
て
豊
か
な

働
き
方
と
生
き
方
が
実
現
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
所
は
ま
だ
ま
だ
ほ
ん
の
わ
ず

か
な
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
山
梨
県
県
民
生
活
・
男
女
参
画
課
で

行
っ
た
平
成
22
年
の
調
査
に
よ
り
ま
す

と
、「
家
庭
生
活
と
仕
事
な
ど
を
両
立

す
る
た
め
に
必
要
な
環
境
整
備
」
と
し

て
、
次
の
よ
う
な
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。

・ 

保
育
所
や
学
童
保
育
の
整
備
、
保
育

時
間
の
延
長

・ 

代
替
要
員
の
確
保
な
ど
、
男
女
を
問

わ
ず
育
児
・
介
護
休
業
制
度
を
利
用

し
や
す
く
す
る
職
務
環
境
の
整
備

・
周
囲
の
人
の
理
解
と
協
力

・ 

柔
軟
な
勤
務
制
度
の
導
入
（
在
宅

勤
務
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
な

ど
）

・
労
働
条
件
の
改
善　
な
ど

　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進
行
は

深
刻
な
問
題
で
す
。
人
生
の
各
段
階
に

応
じ
て
多
様
な
生
き
方
が
選
択
・
実
現

で
き
る
社
会
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
社
会

の
実
現
に
向
け
、
官
民
一
体
と
な
っ
て

よ
り
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
オ
ラ
ン
ダ
の
様
子
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

・「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
」
が
モ
デ
ル

・ 

仕
事
が
減
っ
た
の
で
、
ワ
ー
ク
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
（
仕
事
を
分
け
合
う
）
を

導
入
↓
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
」
が
生
ま

れ
た
。
↓
女
性
の
就
労
率
が
高
く

な
っ
た
。

・ 

パ
ー
ト
も
正
規
も
時
給
は
同
じ
（
同

一
労
働
同
一
賃
金
）

　
＊
仕
事
は
有
償
労
働

　
＊
社
会
保
障
の
充
実

　
そ
の
結
果
、
自
分
の
希
望
す
る
バ
ラ

ン
ス
で
生
活
し
、
ゆ
と
り
を
持
っ
た
生

活
を
送
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

健康って何だろう？ ～大人になっても健康でいるためには～

　健やかな成長や将来の健康な生活の基盤づくりとして、中学生の 3年間はとても
大切な時期です。増穂中学校では、12 月 18 日、山梨大学大学院医学工学総合研究
部社会学講座　准教授　鈴木孝太先生をお迎えし、1年生を対象にした生活習慣病予
防集会を実施しました。自分の健康を守るためのキーワードは「睡眠」「食事」「たば
こ」の 3つ。睡眠不足は体内時計の乱れを招き、成長ホルモン不足や太りやすい体
質になりやすいこと、朝食は一日の活動のスタートに欠かせないこと、妊婦の喫煙の
影響等について詳しくお話ししていただきました。学活や保健体育などの授業で学習
する機会もありますが、毎日の正しい生活習慣の積み重ねが将来の健康へつながるこ
との大切さを改めて学んだ時間でした。

夜遅く寝たり、朝ごはんをしっかり食べないと
生活習慣が乱れ集中力が低下したり、疲れたり、
眠気が増すなどの症状がでるなんて…（中略）。
これからは自分の生活を見直してしっかりとし
た生活が送れるようにしたいと思いました。
 （ 1年女子）

自分の健康が普段の食事や睡眠・運
動など色々なことで変化することが
わかった。小さなことでも影響があ
るので、毎日の生活＝健康管理を
しっかりしたい。 （ 1年男子）

子どもの頃に身についた習慣は大人になっても続
きやすく、改善することはなかなか難しいもの。
たとえば食事。朝ごはんをしっかり食べる習慣は、
家族そろって身につけたい習慣です！

今、子どもの夜型生活が増えています。まず朝ごはんをしっかり食
べることで、体と心のスイッチをONに！　子供達の未来＝30年
後も健康でいるために、改めて家族の食生活や生活習慣を見直して
みませんか？

ゆとりを持った
生活を！

富士川町男女共同参画準備委
員会事務局（町民生活課内）

今月は教育総務課
増穂中学校が担当です
☎ 22－5361

毎月19日 は「食育の日」みんなで食べよう！ おうちでごはん

生徒の感想から

早寝・早起き・しっかり朝ごはん
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分
別
回
収
は
13
品
目

　
富
士
川
町
で
は
現
在
、
循
環
型
社

会
の
構
築
を
目
指
し
て
、
一
般
家
庭

か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
の
減
量
化
や
分

別
収
集
に
よ
る
再
資
源
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
一
環
と
し
て
、
24
時
間
利
用

可
能
な
資
源
ご
み
の
集
積
場
所
と
な

る
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

設
置
を
推
進
し
、
分
別
回
収
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
数
は
、
平
成
26
年

1
月
末
現
在
で
、
1
0
8
箇
所
に

2
2
7
基
。

　
収
集
品
目
は
、
缶
類
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
、
新
聞
紙
、
雑
誌
、
広
告
紙
、
牛

乳
パ
ッ
ク
、
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
、

無
色
び
ん
、
茶
色
び
ん
、
そ
の
他
の

色
の
び
ん
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類
、
廃
食
油

の
13
品
目
で
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設

置
は
、
利
用
者
の
利
便
性
が
増
す
た

め
、
不
法
投
棄
の
減
少
や
資
源
の
有

効
利
用
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
上
昇

　
回
収
さ
れ
た
資
源
ご
み
は
、
品
目

ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
サ
イ
ク
ル
業

者
に
引
き
取
ら
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
製

品
の
原
材
料
と
し
て
、
再
資
源
化
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
回

収
さ
れ
た
資
源
ご
み
の
量
は
、
別
表

1
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
、
別
表
2
の

と
お
り
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
資

源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
、
年
々

上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

当
町
の
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

で
は
、
家
庭
系
資
源
ご
み
の
リ
サ
イ

ク
ル
率
を
平
成
33
年
度
ま
で
に
25
％

に
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
よ

分
別
し
た
資
源
ご
み
、
そ
の
成
果
は
？

　
　
　

こ
れ
は
現
在
町
内
に
あ
る

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
数
で
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
回
収
さ
れ
た

資
源
ご
み
の
量
は
？　

リ
サ
イ
ク
ル
率
は
？

ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
│
│

り
一
層
の
ご
み
の
分
別
が
必
要
で

す
。
資
源
ご
み
を
燃
え
る
ご
み
と
し

て
出
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
も
う
一
度

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
町
の
収
入
に
も
一
役

　
分
別
さ
れ
た
有
価
物
の
う
ち
、
紙

類
と
缶
類
は
、
契
約
業
者
に
買
い

取
り
を
し
て
も
ら
い
、
町
の
貴
重
な

収
入
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
23

年
度
は
、
缶
類
が
2
9
7
，3
6
0

円
、
紙
類
（
ミ
ッ
ク
ス
紙
は
除
く
）

が
5
，9
7
7
，1
9
8
円
で
合
計

6
，2
7
4
，5
5
8
円
。
平
成
24
年

度
は
、
缶
類
が
2
9
3
，2
6
5
円
、

紙
類
（
ミ
ッ
ク
ス
紙
は
除
く
）
が

4
，8
1
1
，9
4
0
円
で
合
計
5
，

1
0
5
，2
0
5
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

利
用
に
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

　
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設

置
は
町
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

後
の
管
理
・
運
営
は
各
地
区
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

住
民
の
方
の
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
意

識
は
、
だ
い
ぶ
高
ま
っ
て
き
て
い
る

よ
う
で
す
。

　
そ
の
一
方
で
最
近
、
地
域
の
方
か

ら
、
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

回
収
品
目
で
な
い
も
の
が
入
っ
て
い

る
な
ど
の
苦
情
が
、
役
場
に
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
間
違
っ
た
出
し
方
の
有
価
物
や
回

収
品
目
で
な
い
ご
み
の
整
理
に
は
、

地
域
の
役
員
さ
ん
や
当
番
の
方
な
ど

が
あ
た
っ
て
お
り
、
大
変
な
ご
苦
労

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
が
使
う
リ
サ
イ
ク
ル
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
ほ
か
の
方
に
迷

惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
ル
ー
ル

を
守
っ
て
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

◇
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
生
活
課
生
活
環
境
担
当

　
☎
22
│
7
2
0
9
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【
イ
ベ
ン
ト
情
報
】

■
「
東
儀
秀
樹
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
古
代
飛
鳥
時
代
か
ら
伝
わ
る
音
色

が
響
き
、
ま
た
現
代
音
楽
に
ア
レ
ン

ジ
し
た
演
奏
も
あ
る
東
儀
秀
樹
コ
ン

サ
ー
ト
。
神
々
し
い
平
安
装
束
の
衣

装
も
必
見
で
す
。

平
成
26
年
2
月
9
日
（
日
）
午
後
3

時
開
演・全
席
指
定
3
5
0
0
円（
文

化
ホ
ー
ル
友
の
会
3
3
0
0
円
）

■
宝
く
じ
文
化
公
演
・
演
劇
「
案
山

子
（
か
か
し
）」

▽
あ
ら
す
じ

　
戦
争
中
…
空
襲
も
受
け
な
い
小
さ

な
村
。
そ
こ
に
も
、
い
よ
い
よ
戦
争

の
影
が
。「
村
に
敵
軍
が
忍
び
寄
る
」

と
い
う
噂
が
…
。

　
そ
こ
で
、
案
山
子
を
た
く
さ
ん
作

り
日
本
軍
に
見
立
て
、
敵
を
追
い
払

お
う
と
妙
案
が
浮
か
ぶ
。
終
戦
間
近

の
穏
や
か
な
村
で
お
こ
る
大
騒
動
。

可
笑
し
く
も
哀
し
き
人
情
喜
劇
。

公
演　

平
成
26
年
3
月
16
日
（
日
）

午
後
5
時
開
演
・
全
席
自
由

鑑
賞
料　
2
0
0
0
円
（
高
校
生
以

下
1
0
0
0
円
）
当
日
券
5
0
0
円

増
し
※
宝
く
じ
の
助
成
に
よ
る
低
料

金
公
演
で
す
。

【
ロ
ビ
ー
イ
ベ
ン
ト
】

文
化
ホ
ー
ル
共
催
事
業
①

■
相
川
達
也　

G
uitar +

 vol.1

「
ふ
た
つ
の
ギ
タ
ーw

ith

村
松
淳
」

▽
二
人
の
ギ
タ
リ
ス
ト
が
、
独
特
の

雰
囲
気
を
も
つ
ロ
ビ
ー
で
、
素
敵
な

弦
の
音
色
を
お
届
け
し
ま
す
。ぜ
ひ
、

お
聴
き
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
2
月
16
日
（
日
）

午
後
2
時
開
演
・
1
階
ロ
ビ
ー
自
由

席
、
2
0
0
0
円
（
高
校
生
以
下

1
0
0
0
円
）

出
演
：（
ギ
タ
ー
）相
川
達
也
・
村
松
淳

プ
ロ
グ
ラ
ム
：
ト
ロ
メ
ラ
イ
（
シ
ュ
ー
マ
ン
）、

春
の
歌
（
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
）
ほ
か

主
催
：
長
沢
ギ
タ
ー
工
房
（
富
士
川

町
髙
下
）

協
賛
：
ま
す
ほ
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

問
合
先
：
相
川
（
0
5
5・2
5
2・ 

5
5
2
6
）、
村
松
（
0
5
5
6
・

20
・
1
2
7
3
）

文
化
ホ
ー
ル
共
催
事
業
②

■
第
12
回
朗
読
の
会
す
ず
ら
ん
・
小
中

学
生
読
書
に
親
し
む
「
朗
読
発
表
会
」

▽
教
育
委
員
会
と
文
化
協
会
所
属
朗

読
の
会
す
ず
ら
ん
の
皆
さ
ん
が
企

画
・
制
作
し
て
、
町
内
の
小
中
学
生

と
一
緒
に
朗
読
発
表
を
行
う
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

平
成
26
年
3
月
15
日
（
土
）

午
後
1
時
30
分
開
演
・
1
階
ロ
ビ
ー

自
由
席
、
入
場
無
料

主
催
：
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
社

会
教
育
担
当

問
合
先
：
22
・
5
3
6
1

【
チ
ケ
ッ
ト
情
報
】

■
2
月
23
日
（
日
）
発
売

「
ス
イ
ー
ツ
・
ク
ラ
シ
ッ
クVol.3

」

大
好
評
の
ス
イ
ー
ツ
・
飲
み
物
付

き
弦
楽
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
第
3
弾
で

す
。

3
月
23
日
（
日
）
午
後
2
時
1
階
ロ

ビ
ー
で
開
演
・
自
由
席
1
0
0
0
円

（
中
学
生
以
下
5
0
0
円
）
定
員
50

名
ま
で
〜
限
定
に
つ
き
チ
ケ
ッ
ト
の

お
求
め
は
お
早
め
に
！

　
天
体
望
遠
鏡
を
使
っ
て
、
月
の
観

察
会
を
行
い
ま
す
。

　
普
段
、
肉
眼
で
は
は
っ
き
り
と
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
ク
レ
ー
タ
ー
や

月
の
海
を
見
て
み
ま
せ
ん
か
？　
説

明
員
が
お
り
ま
す
の
で
、
初
め
て
の

方
で
も
心
配
い
り
ま
せ
ん
。

　
ご
家
族
で
…
…
。
お
友
だ
ち
同
士

で
…
…
。お
仕
事
帰
り
に
…
…
。「
月

で
も
見
て
み
よ
う
か
な
〜
」
と
思
っ

た
ら
、
ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

○
開
催
日

　
平
成
26
年
2
月
7
日
（
金
）

○
時　
間

　

 

午
後
6
時
〜
8
時
ま
で
行
い
ま
す

の
で
、
お
好
き
な
時
間
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

○
会　
場　
町
民
会
館
駐
車
場

○
申
込
み　
不
要

○
参
加
費　
無
料

※ 

小
学
生
以
下
の
方
は
、
保
護
者
同

伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

お
車
で
お
越
し
の
方
は
、
役
場
本

庁
舎
東
側
駐
車
場
に
駐
車
を
お
願

い
し
ま
す
。

※ 

雨
天
・
風
・
曇
り
で
月
が
見
え
な

い
場
合
は
、
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

 

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
社
会
教

育
担
当　
22
│
5
3
6
1

月
の
観
察
会

富士川町ますほ文化ホール
☎ 22－8811　FAX22－8815
http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp/

ますほ文化ホール通信

クールジャパン！　東儀
秀樹の世界。

近藤正臣、田中美里主演。
二人の熱演にご期待ください。

小説、詩、
エッセイ…
いろいろ読
みます！

月
の
観
察
会
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祝！新成人
　1月 4日㈯、ますほ文化ホール
にて「平成 26 年成人式」が行わ
れ、新成人 151 名が出席しまし
た。式典後には、山梨県住みます
芸人の「ぴっかり高木といしいそ
うたろう」のお二人による「夢に
向かって生きる」と題した記念講
演が行われました。

消防団員、災害時の食事を学ぶ
　12 月 15 日 ㈰、食
生活改善推進員会が、
消防団員を対象に「災
害時でも美味しくバラ
ンスよく食べよう」を
テーマに学習会を行い
ました。

ゆずの里トレッキング
　12 月 15 日 ㈰、小
室・髙下地区において、
ゆずの里トレッキング
が行われ、町内外から
33名が参加しました。
　当日は、ダイヤモン
ド富士のビュースポッ
トなどを巡りました。

NEWS
『富士川町・暮らしの文字情報』が富士川CATV（11ch）にて毎日放送しています。
放送日時：月曜日～金曜日（①午前 9時30分　②午前10時15分　③午後 0時30分
　　　　　　　　　　　　　④午後 9時30分　⑤午後10時15分）
　　　　　土曜日・日曜日（①午前10時15分　②午後 0時30分　③午後10時15分）

［12月分］　

工　　　　事　　　　名 工事場所 請負金額（円）
（消費税抜き） 落 札 業 者

富士川町汚水枝線 37－2－1－25－5 号管布設工事 駅前通 2丁目 15,400,000 栄 建 設 工 業 ㈱

道の駅「富士川」サイン工事 青 柳 町 5,090,000 ㈱正直堂　本部・中央支店

道の駅「富士川」厨房設備工事 青 柳 町 14,300,000 ㈱ 日 新 厨 房 企 画

下水道工事に伴う舗装復旧工事（その 1） 天 神 中 條 6,880,000 ㈱ 丸 美 建 設 工 業

下水道工事に伴う舗装復旧工事（その 2） 最 勝 寺 5,090,000 新 津 建 設 ㈱

町道青柳横通り線舗装工事 青 柳 町 20,000,000 高 野 工 業 ㈱

山王地区県道配水管布設工事（ 1工区） 鰍 沢 8,200,000 ㈲ 長 澤 水 道

山王地区県道配水管布設工事（ 2工区） 鰍 沢 7,640,000 ㈲ 井 上 設 備 工 業

町道𣇃米長沢線水路改修工事 𣇃 米 1,630,000 ㈲ 井 上 興 業

町道𣇃米 1号線水路改修工事 𣇃 米 1,120,000 ㈲ 井 上 興 業

町道鳥屋上手線落石防護柵設置工事 鳥 屋 1,390,000 ㈱ 甲 州 土 木

青柳汚水枝線 32－2－25－6 号管布設工事 青 柳 町 4,180,000 源 工 業 ㈱

入 札 結 果 を 報 告 し ま す
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善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　　10 万円　志村廣文様（青柳町）
　「亡母さゝじ様のご遺志により、町の振興のために」
一金　　10 万円　秋山和子様（青柳町）
　「亡夫虎男様のご遺志により、町の振興のために」
一金　　10 万円　秋山和子様（青柳町）
　「亡夫虎男様のご遺志により、町の福祉のために」
一金　　10 万円　志村富子様（最勝寺）
　「亡夫德市様のご遺志により、町の福祉のために」
一金　　5万円　入倉しつゑ（しづえ）様（長澤）
　「百歳を記念して、町の福祉のために」
一金　　10 万円　齊藤要様（最勝寺）
　「亡母あい子様のご遺志により、町の振興のために」
◆ふるさと納税
一金　　20 万円　小瀬木光男様（愛知県）
　「健やかで笑顔があふれるまちづくり」のために
一金　　10 万円　小林盛様（東京都）
　「力強い産業と魅力にあふれたまちづくり」のために
一金　　10 万円　武藤幸様（東京都）
　 「豊かな人材と文化を育むまちづくり」「力強い産
業と魅力にあふれたまちづくり」のために

一金　　1万 2千円　田中清様（神奈川県）
　「ふるさと応援」のために

戸籍の窓
自 12 月 1日　至 12 月 31 日　届出（敬称略）
　　　　　　　　　　　※住民登録者のみ記載

おめでた（出生）
 地　区 氏　名 性別 保護者
 天 神 中 條 芦澤　そら  女 克　久
 長　　　  深澤　奏叶 （かなと） 男 飛　雄
 〃 望月　玲那 （れいな） 女 正　史
 青　柳　町 石井　咲耶 （さ　や） 女 壮太郎
 鰍　沢　北 吉田　　椿 （つばき） 女 靖　宏
 〃 遠 　　紡 （つむぎ） 女 政　樹
 〃 一瀬　夢巴 （ゆめは） 女 直　輝
 〃 熊谷　　凜 （り　ん） 女 真太郎

おくやみ（死亡）
 地　区 氏　名 年齢 届出人
 最　勝　寺 大森　文一 99 優　　子
 〃 齊藤あ 子 103 齊藤　要
 𣇃　　　米 深沢みつじ 89 利　　美
 長　　　  大堀　　敦 78 直
 〃 矢崎　秀子 80 和　　彦
 〃 折居　恒夫 89 健
 〃 長 　松惠 73 順 二 郎
 大　　　椚 井上すみ江 90 田中 郎
 〃 依田　芳友 80 勉
 青　柳　町 渡邊まさゑ 86 石井克哉
 鰍　沢　北 志村　　洋 74 剛
 鰍　沢　中 中込　 江 89 磯山幸雄
 〃 大木　宏子 89 健
 鰍　沢　南 一瀬　　浩 49 登 喜 男
 〃 宮　一郎 81 悦　　子
 中　　　部 小椋　　武 73 政　　子

ひとのうごき（ 1月 1日現在）
人　口 16,269 人 （－ 12）
　男 7,890 人 （－ 14）
　女 8,379 人 （＋  2）
世　帯 6,282 戸 （＋  1） ※ (　)内は対前月比

お詫びと訂正
　広報 1月号の 6ページの『税に関する絵はがきコ
ンクール』の鰍沢税務署長賞「佐野好くん」とある
のは、「佐野好（このみ）ちゃん」の誤りでした。
　また、10 ページ『きらめく若人』の「依田野乃
香さん」とあるのは、「依田野々香さん」と訂正し、
お詫び申しあげます。

県下初
新設高等支援学校の

校名を募集します
　県下初となる軽度の知的障害がある生徒を対象とした高等
支援学校を、平成 27 年 4 月（予定）に新設するに当たり、
校名を募集します。
　なお、新設高等支援学校の校舎は、現在のかえで支援学校
分教室（旧山梨園芸高等学校）の校舎を改修し、通学区域は
県内全域とします。
　募集する校名は、「○○○学園」を基本とします。
　今回は、校名に関するアイデアを募集するものです。（応
募数の多い校名が選ばれるとは限りません。）

◇募集期間 平成26年2月5日（水）～3月20日（木）【必着】

◇応募方法  新しい学校づくり推進室まで電子メールまたは
郵便はがきで応募してください。

 （e-メール：gakkosui@pref.yamanashi.lg.jp）

◇記載事項  「高等支援学校の校名（「○○○学園」）・ふりが
な・その理由」、「氏名・住所・電話番号」

◇送 り 先 〒 400－8504 甲府市丸の内 1－6－1
 「山梨県教育庁新しい学校づくり推進室
 　　校名募集係」宛

■問い合わせ先　新しい学校づくり推進室
 　　　TEL 055－223－1752
 　　　FAX 055－223－1768

広報「ふじかわ」に関しての
ご意見・ご感想をお聞かせください

　より良い広報誌をお届けするために皆様のご意見・ご感想
をお寄せください。
　以下のメールアドレス、FAX、ハガキのいずれかに皆様の
ご意見・ご感想をご記入の上、下記の送付先へお送りくださ
い。
【送付先】
　あて先：『富士川町役場企画課広聴広報担当』まで

　メール：kikaku@town.fujikawa.lg.jp

　FAX：0556－22－3177

　郵送：〒400－0592山梨県南巨摩郡富士川町天神中條1134

（17）平成 26. 2 月号　No.47



3 歳くらいのお子さまの写真を募集しています。

http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp　Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp

パワフルな女の子 !!
末っ子でわがままな一面もあ
るけど、いつも笑顔でみんな
を癒してくれるね。生まれて
きてくれてありがとう☆

中山　瑛
えい

妃
ひ

ちゃん　5歳（鰍沢中）
　折り紙を折って切り紙で雪を表現しました。手袋を切ることが難しかったけど頑張ったよ。
雪だるまかわいくできたでしょ♪

芦澤　祐
ゆう
紀
き

くん
（ 3歳・青柳町）

父　武さん・母　初美さん

渡邊　柚
ゆ
乃
の

ちゃん
（ 1歳 2カ月・青柳町）
父　治さん・母　香苗さん

笑顔が素敵な祐紀くんと春紀くん。いたずらいっぱい
で毎日楽しいよ～☆
お兄ちゃんお姉ちゃんといっぱい遊んで、たくましく
育ってね。

芦澤　春
はる
紀
き

くん
（ 9カ月・青柳町）

父　武さん・母　初美さん

編
集
・
発
行
　
山
梨
県
南
巨
摩
郡
富
士
川
町
役
場
／
企
画
課

〒
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（
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22－7216


